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ミャインジーグー・サヤードー（僧正）トゥーザナ師という精神的主柱がいる。ＫＮＵ不倶戴天の敵に見える仏僧であるがカレン州では至るところに写真が掲げ れていて、仏教徒の尊敬をあつめている。かつてカレン州を調査で訪れたところ、偶然、国軍のカレン将校宅に逗留中の僧正にインタビューができた。カレンの歴史を勉強しているなら会ってくれる、と ことで った。カレン州内の道路を総延長何キロ舗装したとか、車をどこそこに何台寄付したか、軍政側との結び きが窺われたが、なによりも熱心に語ってくれたのが 「仏教スゴー文字」と言われるカレン文字での仏典などの出版活動であった。
　カレンにはポーとスゴーという下位語族
があり、ほぼ同規模の人口を分け合いカレン語系話者人口の七割以上を占め 。ポー語は東部のカレン州と西部デルタで互いに意思疎通が困難なほど 方言差があり 東部では一八世紀からの「仏教ポー文字」 、西部では「キリスト教ポー文字」が優勢だ。
スゴー文字には、米人宣教師によって創案された「キリスト教スゴー文字」があり、カレン語出版物の流通量ではポー二文字を圧倒する。東西で違いはなく、ＫＮＵで主に使われているのもこ 文字だ。
　トゥーザナ師は一九世紀のキリスト教起
源の文字ではなく、二〇世紀に入って作られたと思しき「仏教スゴー文字」の普及活動にこと ほか熱心 のだ。帰り際 持ちきれないほどの仏教スゴー文字の仏典や説法集などをもらったが、この中に側近のまとめた僧正の伝記もあり、マナプロウ陥落にいたるＫＮＵ側との関わりも と細かに記されている。だが、伝記 基調 、他の多くのビルマ語での著名僧侶 伝記と同様に、僧正が数多のパゴダ建立を行って た積徳の高僧であるというところにある。したがってＫＮＵ批判も、一九八〇年代、サルウィン川とムーイ川の合流点（マナプロウ北方）近くの丘に建てたパゴダに、ボーミャが「不当な取り壊し要求」を突 つけたことが根拠にな いる。
　トゥーザナ師をミャンマー東部のカレン






象にしてきた筆者にとって、とくに一九九〇年代以降 宗教宗派を問わずカレンを標榜した動向がとくに顕著になってきていると思われるから 。そして、ＫＮＵとＤＫＢＡの間で現われるカレンの対立はミャンマー国内のカレン 見れば例外的である。カレ 個別に主張す だけではなく、宗教宗派や地域を越え 互いに結びつこうとす 動きが、こ 二 の間に深化した。
　カレン正月には、各地でキリスト教徒と
仏教徒が合同で祭りを催すことも一般的になった。ヤンゴン市北部のインセイン地区では毎年、仏寺の会場に歴史展示コ ナーが据えられキリスト教徒のカレン偉人も顕彰されている。夜を徹 て開かれ ドーン･
ダンス大会の運営委員にはキリスト教徒
が含まれ、一昔前には東ポー 独壇場だったドーンの踊り手については、 最近、 西ポーのチームの技術の高さに賛辞が送られ、キリスト教徒のチームすら参加するようになったと聞く。
　インセインからまっすぐに南下してヤン
ゴン市東部を行くと、そこにはチーミンダインやアーロンという、カレン人が濃厚な地区が連なっている。ここにシンガポールで成功したスゴ 実業家が立派な自社ビルを持っていて、多様なカレンが集まる。スゴー語辞書の編纂プロジェクト 一室で進行しているかと思えば、スゴーも東西ポーも使えるカレン共通の文字を創案しよういう野心的な計画もある。また、一九世紀パアン地方で編まれたいくつものポ 語仏典を地道に活字化しているポー僧侶も 資金援助を受けて出入りしている。デルタでは乾季の間、一般の学校では許されていない西ポー語の読み書きを教えるサマー・スクールが開かれる。そこではキリスト教ポー文字 、なんと、ポー仏僧によっ 教えられている。
　バプティスト派のキリスト教徒は一九世





スト教徒はわずかに一六％弱、大多数の七六％が仏教徒であった。 は かような仏教徒カレンを主張する史料が この人口比率に比例して植民地期に残されてきたといえば、それは逆で「仏教徒カレン」を銘打ったポー、スゴー、ビルマ語文書類は実に少な 。それは仏教徒カレンが外から「カレン」と名付けられていたとしても、当人らが、書物や文書を残すに至るほど、「カレン」を名乗る必要や動機、そして環境におかれていなかったからだ。
　そもそも、人々のアイデンティティの成












ビルマ民族はミャンマー総人口の五九％弱を占めていた。それが一九八三年に取られた最後の公式センサスになると六九％となる。前者には民族分類に原理的 問題が含まれるが、 者にはそれに加えて民族的宗教的マイノリティ人口を低く見積もろうという、あからさまな政治的意図が介在している。推論の根拠は割愛せざるを得ない 、このような民族的・宗教的マイノリティの総計は、実態としておそらく総 の半分
近くに達するだろう。そして、これらのマイノリティのうちでも、カレンのビルマ民族に対するミャンマー社会での位置付けは傑出したものである。
　現在、世界の耳目を集めているのはこの






カレンを自覚し始めたのは、一九四〇年代からのことである。日本占領期冒頭のミャウンミャ事件やパプン事件というカレン＝ビルマ民族間の史上初めての大規模な民族衝突事件（一九四二年） 、そして独立直前のカレン問題を最大 要諦とした政治展開（一九四七年） 、一九四七年憲法と政治に不満を持った諸勢力が次々と武装闘争に突入した内戦過程（一九四〇年代末以降）など、カレンの存在と問題は急激に政治化した。そして、そこに織り込まれたカレン対ビルマという対立構図を おしてカレンは民族問題化し、仏教徒は同じ信仰を分かちもつビルマ民族から、思いもよらず「カレン」として謗りを受け民族 自覚を得て、キリスト教徒と同族意識を分有してい 。
　ミャンマーにおける民族問題の根源は英
国植民地時代の「分割統治」政策にある、という半ば常識化した知見がある。含まれる「英国は統治を容易にさせる めに各民族を互いに反目させ 」とか 「カレンをとくに優遇した」などの誤謬を逐一論ずる紙片の余裕はないが、一点のみ指摘したい。植民地時代は一八八六年の全面植民地化から六〇年余り続 た。そして一九四八年の独立から現在まで ほぼ同じ時間が経過し、カレンをはじめとする民族問題は緩和されるどころ 、激化し固着膠着化の様相を見せてい 。ミャンマーの
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ミャンマー軍政の20年─何が変わり、何が変わらなかったのか
